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    デジタルエンジニアリングによる環境発電製品の開発 

高効率発電を実現する熱電素子・モジュールの設計支援システムを開発 

技術分野分類  ４６０１：計算科学 
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概  要 

 

未利用熱から発電可能な熱電変換技術が新しい再生可能エネルギーとして

注目されている。そこで、計算科学を活用した材料設計や発電部品（熱電モジ

ュール）の構造最適化を支援するシステムを開発した。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

従来は、経験をベースとした試作中心の材料開発であり効率化が課題だっ

た。本技術は試作前段で第一原理計算を使って最適材料の選定が可能。 

選定した材料による熱電モジュールの発電性能もデジタルエンジニアリン

グで求まるため、材料選択の精度が高まり開発の効率化が可能。 

本技術の 

有用性 

・材料から製品までの一連の開発をシミュレーション解析で完結 

・熱電材料以外の機能性材料の特性予測にも応用可能。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

Liをどの位置に入れると効果的か？
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    熱電素子の解析例         発電性能解析例 

適用可能製品 
エネルギーハーベスティング（環境発電）用熱電モジュールの最適構造設計 

機能性材料設計 
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